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一般社団法人 福岡県助産師会 会長  佐藤 香代 

 

朝晩はやっと少し涼しくなってきましたが、10月というのに、まだ暑さが

残ります。会員の皆さま、いかがお過ごしでしょうか。 

 約 2 千年前に書かれた中国の【黄帝内経】には、秋は容平（よう

へい）と呼び、万物が成熟し形が安定する時期と書かれています。

秋は、外に向かって放出されたエネルギーを内向きにして冬に蓄え

る季節です。精神を落ち着かせ夏の疲れをとり、秋の氣が身体を損なう

ことのないよう、心穏やかにお過ごしください。 

 

さて、令和 8年度予算概算要求が出されていますので、ぜひお目通しください。 

こども家庭庁成育局から出された主なものをみますと 

① 乳幼児健診等の推進【新規】 

② プレコンセプションケア推進 5か年計画に基づくプレコンセプションケアの推進【拡充】 

③ 卵子凍結による妊孕性温存等に係る課題検証のためのモデル事業【新規】 

④ 母子保健のデジタル化等の推進【新規】 

⑤ 妊婦等に対する遠方の分娩取扱施設等への交通費等支援事業【拡大】 

⑥ 妊婦健診の公費負担額の自治体間格差等の是正推進【新規】 

⑦ 妊産婦のメンタルヘルスに関するネットワーク構築事業【拡充】 

⑧ 不妊症・不育症や死産・流産等を経験された方への支援等 

⑨ 妊娠・出産包括支援事業、産後ケア事業 

⑩ 産婦健康診査事業 

等です。 

プレコンセプションケア事業は、5 か年計画に基づき相談体制の整備や、10 代、20 代の若者への

実効性のある普及開発の取り組み、専門家による相談支援体制の整備等で、予算拡充となっていま

す。 一方、産後ケア事業は、事業のユニバーサル化を目指し、妊娠期から子育て期にわたるまでの

切れ目ない支援の提供と掲げられていますが、残念ながら予算の拡充はありません。 

 

福岡県助産師会の事業である福岡県プレコンセプションケアセンターと子育て支援電話相談は 

2 年目を迎え、ますます内容が充実してきました。さらに、今年 10 月 6日には九州の自治体として

初となる「パパのための子育て相談ダイヤル」が開設され、男性心理士が対応します。 

産後ケア事業は今、集合契約に向けて、市町村と委託料等の交渉を行っています。 

多くの事業を手掛けるようになった福岡県助産師会、今後もあらゆる世代の人々の健康に貢献す

べく、皆で力を合わせて発展させていきましょう。 

会長挨拶 

一般社団法人 福岡県助産師会           2025年（令和 7 年）11月    
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    災害対策委員会  神崎秀子 

去る 7月 12日（土）、福岡県助産師会館にて、緊迫した雰囲気の中で防災訓練が実施されまし

た。今回の想定は「台所からの火災発生」。 「火事だ！」という第一発見者の声が響き渡ると同

時に、リーダーから「119 番通報！」「避難誘導開始！」と冷静かつ力強い指示が飛びます。参加

者は日頃の訓練通り、煙を避ける姿勢で避難経路を確保し、人命を最優先に迅速な避難誘導を行い

ました。参加者 16名全員の無事を確認した後は、消火器の取り扱い訓練も実施。通報から避難、

そして初期消火まで、一連の流れを体験することで、災害時の冷静な判断力と行動がいかに重要で

あるかを、改めて肌で感じることができました。 

 地震、火災、そして近年多発する台風や豪雨。災害は、いつどこで起こるか分かりません。私た

ち助産師は、お母さんや子ども、そしてそのご家族の命と安心を守る専門職です。だからこそ、万

が一の事態に備え、具体的な場面を想定した訓練と知識の習得が不可欠であると痛感しています。 

 この学びをさらに深めるため、来たる 2月 1日（土）に特別な研修会を企画いたしました。東日

本大震災で実際に被災され、看護職として支援の最前線に立たれた先生をお招きし、現場のリアル

な声をお届けします。「災害時に本当に必要とされる支援とは何か」「私たちにできることは何

か」を共に考える、大変貴重な機会です。皆様のご参加を、心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会活動 
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福岡まち育ミライ 2025に出展しました！    組織強化委員会  浦部きくえ 

 

9月 13日、14日の 2日間にわたり、福岡市役所横ふれあい広場にて【ふくおかまち育ミライ 2025】が

開催され、ブース出店し参加いたしました。2万人の来場者が予想される中、空模様を案じて当日を迎え

ました。2日目開始 1時間後には天気予報に反して暑い日差しとなり、続々と親子連れなど来場者が増え

ました。プレンコンセプションケアセンター、産後ケア事業、国際助産師の日イベント講演会のチラシを

助産師会のクリアファイルにセットしたものを来場者に渡しながら、助産師会ブースで妊婦ジャケット

着用や赤ちゃん人形抱っこ体験ができることを案内しました。 

また、産後ケアに興味をお持ちの妊婦への助産師会受託産後ケアについてご案内することもできまし

た。助産師会のブースにお越しくださった親子連れや出産予定が 10月のご夫妻は、重さや表情がリアル

な胎児モデルや赤ちゃん人形に嬉しさと驚きの声を上げ、目を輝かせて抱っこ体験をされました。女の子

が妊婦ジャケットを着用し、はにかみながら『お母さん、こんなに重たいの？』と感想を聞かせてくれま

した。 

幅広い年齢層の方に、福岡県助産師会と助産師の活動を知っていただく機会になりました。 
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安全対策委員会 松浦栄梨子 

 

安全対策委員会では、8月 1日に「第 1回安全対策研修会」を開催いたしました。 

「産後ケアにおける乳幼児の安全対策」をテーマに、産業医科大学病院の菅秀太郎先生を講師に  

お招きし、ハイブリッド開催で総勢 51名の会員にご参加いただきました。 

講義では、乳幼児の身体生理機能をもとに最新のデータも踏まえながらわかりやすくご説明頂き

ました。添い寝やうつぶせ寝、スワドルの安全性等、実際に産後ケアで相談を受けるような内容も多

く、乳幼児のケアにあたっての注意点や保護者への説明について大変役立つ内容であった、との感

想を多く頂きました。また、質疑応答の時間では会員の経験に基づいた質問や意見も頂き、より一層

学びを深めることができました。 

第 2 回研修会は、来年 2 月 7 日に「産後ケアにおける医療機関、地域との連携の実際」をテーマ

に事例検討も予定しております。また、昨年度に続き日本助産師会安全対策小委員会作成の「助産師

業務安全管理評価表」の活用を図り、今後も助産師がケアを提供する際の安全対策・管理について各

自振り返りながら会員相互に高め合えるよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤務助産師部会長 村田 修子 

 

【 第 1回勤務助産師部会研修会・交流会報告 】 

 

去る 9月 27日、勤務助産師部会研修会を“勤務助産師のこれからを語ろう”と題し、福岡県助産

師会会長、佐藤香代先生をお迎えし、開催いたしました。 

少子化に伴い、分娩数は減ってきています、帝王切開や無痛分娩、社会的ハイリスクも増える中、

私たち助産師はどこへ向かうのか？何を心の柱として向き合えばいいのか？後輩へどのようにつな

げて行くべきなのか？を考え、明日への活力・希望となる研修会でした。 

他部会の方々の参加もあり、Zoomと対面のハイブリット併せて 21名の参加でした。12月より 

オンデマンド開催予定です。多くの方へ届けたいメッセージ、ぜひご視聴ください。 

三部会報告 
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助産所部会長 田嶋 昌枝 

今回は助産所部会活動の一部をご紹介させていただきます。 

助産所部会では、年 4回部会及び交流会・研修会を行っています。 

今年は 9 月 20 日に 2025 年度第 2 回助産所部会を福岡県助産師会館で開催いたしました。内容は

助産所安全管理評価の他者評価の実施でした。その結果助産所の管理者として就労者の定期健康診

査の不備、災害時等を想定した BCP（事業継続計画）の不備など改善点が明確になりました。その後

会員の交流会やインシデント報告を実施しました。インシデント報告は産後ケア実施施設から 2 事

例、分娩取り扱い施設から 1 事例を発表、活発な意見交換・情報共有ができました。産後ケアの拡

大に伴い些細なインシデントの積み重ねが重大事象のアクシデントになる可能性もあり、インシデ

ント報告を共有したことで再発防止策等を検討でき大変有意義な研修会になりました。 

助産所部会では助産所の見学会、助産業務における技術的な研修会など部会員の希望に沿って開

催しております。助産所開業予定の方は（興味のある方も）助産所部会の研修会に是非ご参加くださ

い。 

 

 

保健指導部会長 松浦栄梨子 

保健指導部会では、8 月 31 日に「産後ケア事業説明会・交流会」を開催し、説明会には 65 名、 

交流会には 46名の参加がありました。妊娠・出産包括支援委員会の豊田晴子委員長より改めて「産

後ケア事業の現状と手続き」についてご説明頂き、情報共有や意見交換も行いました。次回は、12月

6日に「開業にあたり知っておきたい税務の話」をテーマに税理士の先生をお招きし研修会・交流会

を開催予定です。 

主に保健指導等を担う開業助産師は年々増加しており、保健指導部会の会員数は 150 名となりま

した。今後も引き続き、顔の見える関係づくりを意識し部会員同士交流を図りながら、地域における

母子保健活動に寄与できるよう努めてまいります。 
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妊娠・出産包括支援委員長 豊田晴子                            

  

現在、自治体が提示している産後ケア事業の委託単価について、現場からは「この価格では母子を

安全に受け入れられない」という声が上がっています。 

 産後ケアは単なる宿泊や通所の支援ではなく、助産師による専門的な観察・支援・ケアを通して、

母子の生命と健康を守る医療的・福祉的サービスです。 

 

 しかし現行の価格設定では、人件費・食材料費・光熱費などの高騰により、必要な人員配置を維持

することが難しくなっています。 

 私たち妊娠・出産包括支援委員会は、「対価に見合わない」と指摘する前に、まず母子を安心して

預かれる安全水準の価格になっているかを、自治体として再点検していただきたいと考えています。 

 

 安心・安全な産後ケアを継続して提供していくために、現場の実情を反映した適正な価格設定を、

自治体と共に検討していくことを強く願っています。 

           

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタニティスクール運営担当 塩山知世 

 

10月から福岡市マタニティスクールの担当になりました、塩山知世です。 

福岡県助産師会がこの事業の委託を受けてから、はや、10年以上が過ぎました。 

この間、コロナ禍をはじめ、妊産婦さんとその家族を取り巻く環境がとても速いスピードで変化し

ているように感じます。 

最近では男性の育児休暇取得も進んでおり、産後里帰りしない方も増えている印象を受けます。 

様々な変化をとらえ、参加者のニーズに対応しつつ、助産師会だからできるスクールを考えていき

たいと思います。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

産後ケア事業の現況 

福岡市マタニティスクール報告 
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SOS電話相談事業担当  福澤雪子 

福岡県と福岡県市町村振興協会による補助金事業としてスタートした SOS 電話相談事業も、開設

から 1年半を過ぎようとしています。 

妊娠・子育て・思春期の悩み事について「相談料無料・匿名」で電話とメールで相談をお聴きして

います（092-406-5118）。助産師会会員の６名が相談員として活躍しています。求人情報は概ね 11月

頃に助産師会理事会を通して公表し，地区理事にお願いして会員の皆様に周知をさせていただいて

おります。関心のある方はお問い合わせください。 

 

 

 

パパのための子育て電話相談事業担当  福澤雪子 

 

10月 6日、福岡県委託事業「パパのための子育て相談ダイヤル（092-406-5118）」がスタートしま

した。開設は毎週月曜日 18 時から 21時（祝日含む）です。 

パパ専用に開設した相談ダイヤルは，男性心理士が〔育児・育児と仕事の両立・夫婦関係・発達相

談〕など，パパの悩みをお聴きします。初日から早速 3 件の相談があり幸先の良いスタートとなり

ました。QRコードからご覧ください。（SOS電話相談と共通です）   

 

 

  

 

 

     SNS電話相談ホームページ 

 

 

 

 

 

包括的性教育委員会委員長 道園亜希 

 

5月にスタートした本研修は、無事第 5回目までを終えました。 

前半は、助産哲学に加え包括的性教育のコアとなる概念を深く学び、9月からは各ライフステージ

における包括的性教育の概要及び実践に関する学びに入りました。 

本研修で最も大切にしていることは、性教育を実践する者としての『態度』『在り方』です。性教

育の伝え方や媒体を紹介することは簡単です。しかし、どんなによい方法や媒体があったとしても、

実践者自身がその根底にある哲学や真髄が腑に落とせていなかったり、各期の対象者理解ができて

電話（SOS）相談事業 

パパのための子育て相談ダイヤルの報告 

助産師が伝える包括的性教育・いのちの教育 連続研修  

第 5回目まで終了しました 
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いなければ、相手の心に届く性教育を行うことはできません。だからこそ私達は研修時間を丸 1 日

とし、その中で座学だけでなくグループディスカッションの時間を設けています。研修を聞いて終

わりではなく、感じたこと、考えたことをアウトプットし、他の参加者の気持ちや考えにも耳を傾け

る。そうすることによって、より大きな学びが得られ、気づきの機会となると考えています。これか

らさらにライフステージごとの学びを深めていきますので、皆さま、楽しみにしていてくださいね！ 

現在、助産師会には中学校での出前講座や幼稚園の教諭向け研修、行政、企業での講演など、たく

さんの依頼がきています。認定登録メンバーが一丸となり、福岡県内のさまざまな場所へ、包括的性

教育を届けに参ります。 

            

 

 

 

 

 

福岡県プレコンセプションケアセンター コーディネーター 髙杢裕子 

 

今年度の出前講座は 9 月現在、29 の大学・専門学校からお申込みをいただいています。すでに

講座を実施した学校の学生さん方からは、「自分の身体と向き合う・知ることの重要性」「性教

育・性知識に関する気づき」「プレコンセプションケア・将来の妊娠への関心」「将来の看護

職としての意識と学び」「性とジェンダーへの気づき・価値観の変化」など、さまざまな意見

をいただきました。出前講座をきっかけに、生活習慣を見直して心身の不調が好転したとの感

想もありました。 

また、養護教諭の方々への研修会では基礎編からアドバンス編へと変更し、今年度は「健康

とウェルビーイング」の内容をお話ししています。「食」「睡眠」と「性の健康」の関連を、事

例を用いながらお話しすることで、「日頃の児童・生徒とのかかわり方の参考にしたい」との

前向きなご意見を多くいただきました。 

今年度もあと半分になりましたが、「プレコンセプションケア」発信事業としての研修会・出

前講座の活動を地道に続けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生への出前講座と養護教諭への研修会 
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久留米地区  加藤陽子 

 

7 月 3 日、久留米地区会員をはじめ近隣の助産師・助産学生総勢 28 名で、日吉神社境内の産霊宮

にて「月三日祭」に参列しました。社殿にて神主様のご祈祷を賜り、玉串を捧げ、女性と家族の健康、

そして助産の道に携わる私たちの歩みを祈念いたしました。 

産霊宮は「生み・育み・結ぶ」めぐみを尊ぶ神さまとして、古くより地域の方々に大切にされてき

ました。助産の道を歩むものが共に集い、静かに心を寄せ合う時間を持てたことは、命に向き合う姿

勢をあらためて見つめ直し、専門職としての責任を再確認する機会となりました。 

これからも久留米地区では、地域に根ざした活動を大切にし、人々の暮らしと命の歩みに寄り添

ながら、助産師としての役割を果たしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑後地区  上田良恵 

2026年 1月 17日、筑後地区では「乳幼児の発達（STの視点から）」をテーマに研修会を開催しま

す。 

 言語聴覚士（ST）の視点を取り入れながら、赤ちゃんの姿や動きを“ただ見る”のではなく、 

“その子がどのように育っていく過程にあるのか”を感じ取り、理解することを学びます。 

 赤ちゃんの表情や姿勢、発声には、からだと心の発達が深く関わっています。その背景を知ること

で、授乳支援や母子への関わりがよりあたたかく、一人ひとりの親子に合った支援がしやすくなり

ます。 

 母子が安心して過ごせるように寄り添い、支えていくことは、助産師として欠かせない視点であ

ると改めて感じます。研修を通して新しい学びを共有し、会員同士のつながりを大切にしながら、こ

れからも地域の母子を支える力を育んでまいります。 

地区活動紹介  
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会員登録がお済みでない会員におかれましては、登録をお願いいたします！ 

手順は、【福岡県助産師会 HP】➡【助産師の方へ】➡【会員登録について】➡【会員登録フォーム】 

に必須事項の入力となります。 

これまで日本助産師会事務局から福岡県助産師会会員の皆様への情報提供手段として、地区理事

や各部会長を通して伝達しておりましたが、2022 年 9 月より福岡県助産師会ホームページ内【会員

ページに掲載することになりました。会員ページにログインされますと、観覧制限しているページ

を見ることができます。 

 

 

 

 

 

一般社団法人 福岡県助産師会では、会員を募集しております！！ 

ご友人や職場の方をお誘いし、一緒に活動してみませんか？ 

入会をご希望される方は、下記 QRコードより福岡県助産師会ホームページにアクセスし、 

【助産師の方へ】⇒【入会案内のページ】にお入りください。 

または、下記担当者への連絡をお願いいたします。 

 

                    【福岡県助産師会 会計 山口美津枝】 

                     住所：〒807-1134 

                        北九州市八幡西区茶屋の原 4丁目 1-12 

                     電話：090-9607-3331 

                     メールアドレス：3enyanko@gmail.com 

 

おひとりでも多くの皆様の入会を心よりお待ちしております。 

 

【編集後記】 

少しずつ秋らしい涼しさを感じられるようになってきました。 

今回も各部会、委員会の様々な活動についてご紹介しております。 

           

広報・渉外委員  安河内・新・原武・阿部・伊与田 
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ホームページ会員登録のお願い 

会員募集 
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